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セグメント別連結業績（対前年同期）

1.2022年3月期よりセグメント区分の変更を行いました。2022年3月期第1四半期数値との比較のため、2021年3月期第１四半期の実
績は変更後の区分方法により作成したものを記載しています。

2.当第１四半期連結会計期間の期首から、「収益認識会計基準」等を適用しており、当第１四半期連結累計期間の販売実績については、
適用後の方法により作成しております。

（注）
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売上高 / 営業利益の主な増減要因（対前年同期）

（注）当第１四半期連結累計期間において、「国内教育事業」セグメントの「中学講座事業」と「その他」の集計方法を変更しております。
この変更に伴い、前第１四半期連結累計期間についても修正を行っております。

（参考）

収益認識基準
影響除外(単位：億円)
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（参考）営業利益の期間特性について

●例年第1四半期は、進研ゼミ教材の製造原価等が増加することにより利益水準が低くなり、第2四半期
以降に利益が積み上がる構造となっています。

※2020年度は、新型コロナウイルスの影響により第1四半期の赤字が拡大しました
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（単位：億円）
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（単位：百万円）

【通期見通し】 連結業績ハイライト

2021年3月期
2022年3月期

（見通し）
増減

増減率

(%)

売上高 427,531 441,000 13,469 3.2

営業利益 13,089 17,500 4,411 33.7

営業利益率（%） 3.1 4.0 0.9 ー

経常利益 9,260 12,000 2,740 29.6

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,122 5,000 1,878 60.1

為替レート（対US$）（円） 106.67 108.00 1.33 ー

2021年５月11日公表見通しから変更なし
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国内教育 （参考）事業別売上高内訳

（注）当第１四半期連結累計期間において、「国内教育事業」セグメントの「中学講座事業」と「その他」の集計方法を変更して
おります。この変更に伴い、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度についても修正を行っております。
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（参考）事業別売上高内訳Kids＆Family
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（参考）｢進研ゼミ｣「こどもちゃれんじ」延べ在籍数
国内教育

Kids＆Family

（注1）延べ在籍数は、各年4月から６月までの月次在籍数の累計です。
（注2）海外こどもちゃれんじ講座の延べ在籍数は、中国、台湾、インドネシアにおける延べ在籍数の合計です。

（中国、インドネシアにおいては決算日が12月末日のため各年1月から３月までの月次在籍数の累計です。）
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（参考）高齢者向けホーム及び住宅数介護・保育
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（参考）ベルリッツレッスン数推移

（注）1. 直営センターのレッスン数です。

2.ベルリッツ事業において語学教育事業等を行っているBerlitz（ベルリッツ） Corporationの決算日は12月末日のため、上記の第

１四半期連結累計期間の語学レッスン数は、１月から３月における語学レッスン数となっております。そのため、参考情報として１月

から６月におけるBerlitz Corporationの語学レッスン数を開示いたします。（2021年１月から６月の語学レッスン数は速報値で

あるため、変動する可能性があります。）

ベルリッツ
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本資料に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関係する見通し

です。これらは現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。

従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下されることは、お控えいただきますようお願いいたします。


